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宮
坂

広

作

著

『

近
代
日

本
社
会
教
育
史
の

研
究
』

黒

沢

惟

昭

は

じ

め

に

従
来
の

社
会
教
育
研
究
に

お
い

て
､

｢

社
会
教
育
+

な

る

概

念
が

｢

学

校
と
い

う

形
態
に

よ

ら

な
い

教
育
+

と

い

っ

た

形
式

的
な

規
定
に

と

ど

ま

っ

て

い

た

風
潮
に

た
い

し
て

､

戦
後
い

ち

早
く

社
会
教
育
の

歴
史
的
研
究

の

視
点
や

領
域
に

つ

い

て

問
題
提
起
を

行
な
っ

た

の

は

宮
原
誠

一

教
授
で

あ
っ

た
｡

周
知
の

よ

う
に

､

教
授
は

そ
の

諸
論
策
に

お

い

て

教
育
の

原
基
形
態
と

し
て

の

未
組
織
的
な

人

間
形
成
を

意
味
す
る

｢

社
会

教
育
+

と

近

代
社
会

教
育
の

決
定
的
な

差
異
を

､

後
者
が

｢

近

代
的
学
校
制

度
の

成
立
の

後
に

お
い

て
､

こ

の

学
校
制
度
に

対

す
る

も

の

と

し

て

あ

ら

わ

れ
た
+

点
に

み

ヽ

ヽ

い

だ

さ
れ

た
｡

さ

ら

に

両

者
の

関
係
を

論
じ

て

｢

学
校
数
育
の

補
足
と

し

ヽ

ヽ

て

の

社
会
教
育
+

｢

学
校
数
育
の

拡
張
と

し

て

の

社

会
教
育
+

｢

学
校
教
育

ヽ

ヽ

以

外
の

教
育
的
要
求
と

し

て

の

社
会
教
育
+

と
い

う

有
名
な

区

分
を

行
な

っ

た
｡

し
か

し
､

そ

の

場
合

､

教
授
は

右
の

三

つ

の

機
能
を

歴
史
的
な

発
達
の

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

形
態
と

規
定
し
て

い

る

の

み

で
､

歴
史
的
な

発
達
段
階
と

は

み
て

い

な
い

よ

う
に

思
わ

れ
る

｡

つ

ま

り
､

教
授
の

視
野
に

は
､

学
校
数
育
と
の

関
連

に

お

い

て

社
会
教
育
を

考
察
し

､

そ

の

こ

と
に

よ
っ

て

両
者
の

関
係
ほ

根

本
的
に

再
構
成
さ

れ
る

ぺ

き

と
い

う
画

期
的
な

提
言
が

あ
っ

た

に

も

か
か

わ

ら

ず
､

そ

れ

を

具
体
的
な

資
料
に

も

と
づ

い

て

実
証
的
に

あ

と
づ

け

る

と
い

う
作
業
は

行
な

わ
れ

ず
､

従
っ

て

社
会
教
育
の

歴
史
的
解
明
も

充
分

に

は

な

さ

れ

得
ず
に

終
っ

た

の

で

あ
っ

た
｡

以

上

の

よ

う
な

宮
原
教
授
の

問
題
提

起
を

真
筆
に

う
け
と

め
､

そ
の

発

想
に

依
拠
し

な
が

ら
も

教
授
が

意
図
し

て

な

し

得

な

か

っ

た

｢

社

会
教

育
+

の

歴
史
的
解
明

を

志
向
し

た

の

が

本
書
の

著
者
宮
坂

広
作
氏
で

あ

る
｡

氏
の

意
欲
は

修
士
論
文
｢

明

治
期
に

お

け

る

労
働
者
教
育
の

展
開
+

に

始

ま
り

｢

明

治
期
に

お

け
る

社
会
教
育
概

念
の

形
成
過
程
+

｢

近

代
日

本
社

会
教
育
政
策

史
+

｢

戦
後
日

本
に

お

け
る

社
会
教
育
政
策
の

展
開
+

｢

戦
後

に

お

け
る

社
会
教
育
理

論
の

系
譜
+

な

ど

の
一

連
の

労
作
と

し

て

結
実
し

､

今
回

､

以
上
の

諸
労
作
の

集
大
成
と

も
い

う
ぺ

き

本
書
が

刊
行
さ

れ

た
｡

し
か

も
､

本
書
の

｢

ま

え
が

き
+

に

よ

れ

ば
､

著
者
の

意
図
は

単
に

日

本

の

史
的
研
究
に

と

ど

ま

ら

ず
｢

英
国
成
人
教
育
史
+

と
の

比

較
に

お
い

て
､

近

代
日

本
社
会
教
育
の

全
面
に

つ

い

て

の

歴
史
的
認
識
を

確
立
す
る

こ

と

で

あ

る
｡

本
書
は

そ
の

研
究
主
題
の

｢

首
途
の

一

歩
に

す
ぎ

な
い

+

と
い

う
こ

と

で

あ

り
､

そ
の

気
字
の

壮
大
さ

ほ

社
会
教
育
研
究
に

お
い

て

は

稀

少
の

例
で

あ

る
｡

た

し

か

に
､

従
来
社
会
教
育
の

論
者
の

多
く
が

､

｢

小

集
団
学
習
+

｢

社

会
教
育
法
改
正
+

｢

都
市
化
+

｢

生
涯
教
育
+

と
い

っ

た

体
制
側
の

う
ち

だ

一7

す

時
々

の

政

策
に

戦
術
的
に

防
戦
す
る
こ

と

に

流
さ

れ
が

ち
な

傾
向
の

中

胡
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で
､

右
の

よ

う
な

雄
大
な

構
想
の

も
と

に
､

社
会
教
育
の

実
証
的
研
究
を

通
し
て

｢

社
会
教
育
の

レ

ゾ
ン

･

デ
ト
ル

を

明

ら

か

に

し
､

社
会
教
育
の

課
題
(

目

的
･

任
務
)

と

と

も
に

そ

の

本
質
の

究
明
+

を
一

貫
し

て

志
向

し
て

き

た

著
者
の

学
的
態
度
は

高
く
評

価
さ

れ

ね
ば

な

ら
な
い

｡

本
書
に

ぉ

い

て

そ

う

し
た

著
者
の

課
題
が

い

か

に

深
め

得
た

か
､

我
々

の

問
題
関

心
に

限
定
し
っ

つ

以

下

｢

構
成
+

｢

宿

介
+

｢

評
価
と

疑
問
+

の

傾
で

探
っ

て

み

た
い

｡

一

本
書
の

構
成

本
書
は

三

部
一

七

草
か

ら

な

り

総
頁
六

六
二

頁
と
い

う

大
部
な
も

の

で

あ
る

｡

第
一

部
は
い

わ

ば

原
理

的
考
察
と

し

て
､

わ

が

国
の

社
会
教
育
の

歴
史
的
認
識
が

､

学
校
数

育
と

社
会
教
育

､

社
会
教
育
の

形
態

､

社
会
教

育
の

施
設

､

社
会
教
育
の

団
体
と
い

っ

た

面
か

ら

考
察
さ
れ

て

い

る
｡

第

二

部
は

｢

社
会
改
良
的
+

｢

地

方
改
良
的
+

｢

翻
訳
的
+

｢

行
政
的
+

｢

講
壇

的
+

｢

民

間
+

｢

フ

ァ

シ

ズ

ム

下
の

+

社
会
教
育
論
の

代
表
的
詔
論
策
を

考

察
す

る

こ

と
に

よ
っ

て

社
会
教
育
論
の

系
譜
が

詳
細
に

あ

と

づ

け

ら

れ
､

さ

ら
に

第
三

部
に

お

い

て

は
､

近

代
日

本
に

お

け
る

社
会
教
育
運
動
の

思

想
と

実
践
が

｢

自
由
大
学
運
動
+

｢

図
書
館
運
動
+

｢

科
学

･

芸
衛
運
動
+

｢

国
民

文
化
運
動
+

の

各
分
野
に

お

い

て

論
ぜ

ら
れ

て

い

る
｡

以

上
の

構

成
の

全
内

容
は

次
の

通
り
で

あ
る

｡

第
一

部

近

代
日

本
社
会
教
育
の

歴
史
的
認
識

第
一
章

社
会
教
育
の

歴
史
的
理

解

第
二

章

学
校
数
育
と

社
会
教
育

1

学
校
数
育
と

社
会
教
育
の

関
係

2

学
校
拡
張

第
三

章

社
会
教
育
の

教
育
形
態
論

1

講

苧
講

重
網

の

系
譜

2

棚

小

集
団
学
習
論
の

系
譜

第
四

章

社
会
教
育
の

施
剖

硯

1

戦
前
に

お

け
る

社
会
教
育
施
設
の

基

本
的
性
格

2

図
書
館

･

博
物
館
の

問
題

3

公

民
館
構
想
の

史
的
オ

リ

ジ

ン

4

公

民

館
の

前
史
形
態

5

青
年
の

家
の

前
史
形
態

第
五

章

社
会
教
育
の

団
体
-
と

く
に

青
年
団
に

つ

い

て

-

1

青
年

団
の

歴
史
的
性
格

2

社
会
教
育
団
体
論
の

系
譜

第
二

部

近

代
日

本
に

お

け
る

社
会
教
育
論
の

系
譜

第
一

章

文
明

開
化
の

啓

蒙
思
想

第
二

草

社
会
改
良
的
社
会
教
育
論

1

山
名
次

郎
『

社
会
教
育
論
』

2

佐
藤
善
治
郎

『

最
近

社
会
教
育
法
』

3

井
上

亀
五

郎
『

農
民
の

社

会
教
育
』

第
三

草

地

方
改
良
的
社
会
教
育
論

1

友
国
選
『

学
校
を

中
心

と

し

た

る

社
会
教
育
の

施
設
』

2

田

子
一

民
『

自
治
と

社
会
教
育
』

3

佐

々

木
吉
三

郎
『

市
町

村
改
良
教
育
』

第
四

章

翻
訳
的
社
会
教
育
論

1

熊
谷
五

郎
『

社
会
教

育
と

社
会
学

科
』

『

最
近

大
数
青
学
』

2

樋
口

勘
次
郎
『

国
家
社
会
主

義
教
育
学
本

論
』

3

谷

本
富
『

新
教
育

講
義
』

『

最
新
教
育
学
大

全
』

4

吉

田

熊

次

『

社
会
教
育
』

5

帝
国
教
育
会
『

通
俗
教
育
施
設
方
法
講
演
集

｢

ヒ

6

湯
原
元

一

『

欧
米
通
俗
教
育
の

実
際
』

第
五

孝

行
改
的
社
会
教
育
論

1

塚
原

政
治
『

社

会

教

育
と

は

何

ぞ
』

2

江

幡
亀
寿
『

社
会
教
育
の

実
際
的
研
究
』

3

乗
杉
嘉
寿
『

社

会
教
育
の

研
究
』

4

片
岡
重

助
『

社
会
教
化
を

中
心
と

し

て

の

学
校
経

営
指
針
』

5

文
部
省
普
通
学
務

局

扇
『

成

人

教

育
』

6

松

村
枚

盛
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『

民

衆
之
教
化
』

7

植
木
政
次
部
『

社
会
教
育
の

理

論
と

実
際
』

8

川
本
宇
之
介
『

社
会
教
育
の

体
系
と

施
訓

戒

経
営
体
系
篇
』

9

関
屋
竜
吉

『

社

会
教
育
』

『

恩
威

村
社
会
教
育
』

1 0

小

屋
範
治
『

社
会
教
育
概
論
』

第
六

章

講
壇
的
社
会
教
育
論

1

小

林
歌
吉
『

教
育
行
政
法
』

2

小

泉
又

一

『

増
訂
教
育
学
』

3

丸
山
良
二

『

日

本
社
会
教
育
の

研
究
』

4

春
山
作
樹
『

成
人

教
育
』

『

社
会
教
育
学
概

論
』

『

社
会
教
育
』

5

岩

井
竜
海
『

教
育
的
社
会

学
』

第
七

草

民

間
社
会
教
育
論

1

教
化
運
動
的
社
会
教
育
論

2

相
原

熊
太

郎
『

社
会
教
育
の

研
究
』

3

伊
藤
文
治
『

社
会
教
育
通
俗
教
育
に

対

す
る

私
見
』

4

柳
沢
泰
繭
『

大
人

教
育
』

5

石
田

新
太

郎
『

成
人

教
育
施
設
案
内
』

6

国
民

新
聞
編
輯
局
編
『

教
育
改
造
論
』

7

堀
秀

彦
『

教
育
学
以

前
』

8

反
｢

社
会
教
育
+

論

第
八

草

フ

ァ

シ

ズ
ム

下
の

社
会
教
育
論

1

二

荒
芳
徳
『

社
会
教
育

論
』

2

樋
上

亮
一

『

社
会
教
育
の

革
新
』

3

朝
原
梅

一

『

社
会
教
育

学
』

4

青
年
教
育
振
興
会
編
(

不

破

祐
俊
著
)

『

我
が

国
の

社
会
教
育
』

5

八

重

樫
運
吉
『

国
防
国
家
の

理

論
と

政
策
』

第
三

部

近

代
日

本
に

お

け
る

社
会
教
育
運
動
の

思
想
と

実
践

第
一

章

自
由
大
学
運
動

1

｢

信
濃
(

上

田
)

自
由
大
学
+

の

創
生

期

2

自
由
大

学
運
動
の

発
展

3

信
南
(

伊
都
)

自
由
大
学

4

自
由

大
学
運
動
の

終
末

5

土

田

香
村
の

教
育
思

想

6

香
村
の

社
会
教
育
観

7

｢

大
正

文
化
+

と

教

養
主
義

8

同
伴
者
の

思

想
と

実
践

-
下

中
弥
三

郎
の

ば

あ
い

-

9

自
由
大
学
運
動
の

遺
産

第
二

章

図
書
館
運

動

1

青
年
運
動
と

読
書
活

動

2

石
川

県
立

図

書
館
の

活
動

第
三

章

近
代
日

本
の

社
会
教
育
運
動
に

お

け

る

科
学
と

芸
術

1

近

代
日

本
の

社
会
教
育
運

動
に

お

け
る

科
学

2

近

代
日

本
の

社
会
教
育
運

動
に

お

け
る

芸
循

第
四

章

国
民

文
化
運
動
の

展
開

1

文
化
統
制
政

策

2

国
民

文
化

運
動
の

展
開

以

上
､

み

ら
れ

る

如
く

本
書
の

論
証

領
域
は

き

わ

め

て

広

汎
､

多
様
で

あ
る

｡

従
っ

て
､

そ

の

全
て

を

紹

介
し

批
判
的
検
討
を

行
な

う
こ

と
は

紙

数
の

制
限
も

あ

り

不

可
能
で

あ

る

の

で
､

本
稿
に

お

い

て

は

第
一

部
に

限

定
す
る

｡

そ
れ

は
､

｢

近

代
日

本
の

社
会
教
育
の

歴
史
的

解
明
+

と

い

う

本
書
の

課
題
が

第
一

部
に

お
い

て

集
約
的
に

論
じ

ら
れ

て

い

る

と

思
わ

れ

る

か

ら
で

あ

り
､

ま
た

第
二

部
は

､

そ

の

大
部
分
が

著
者
が

発
掘
し

た

原ヽ

資
料
の

解
題

･

批
判
に

あ

て

ら
れ

今
後
そ

れ

ら
の

批
判
的
検
討
に

よ

る

著

ヽ

ヽ

ヽ

着
目
身
の

｢

社
会
教
育
+

論
が

展
開
さ

れ

る

こ

と
が

予
想
さ

れ

る

の

で

あ

り
､

そ
の

意
味
で

第
二

部
は

未
完
成
と

思
わ

れ
る

か

ら
で

あ

る
｡

さ

ら
に

第
三

部
の

主

要
論
文
｢

自
由
大
学
運
動
+

に

つ

い

て

は
､

最
近

大
正

期
教

育
に

関
す
る

諸
労
作
が

発
表
さ

れ
､

そ

れ

ら
の

成
果
に

も
と
づ

い

て

我
々

自
身
現
在

｢

自
由
大
学
運
動
+

に

つ

い

て

の

調
査

･

研
究
途
上
に

あ

る

の

で
､

そ

の
一

応
の

ま

と

ま

り
を

み

た

上

で
､

本
書
を

検
討
し

た
い

と

思
う

の

で

あ

る
｡

以

上
が

第
一

部
に

限
定
し

た

主
な

る

理

由
で

あ

る
｡

二

本
書
の

紹
介

第
一

部
第

一

章
の

冒
頭
に

お

い

て

著
者
は

､

宮
原
教

授
の

歴
史
的
方
法

に

よ
る

研
究
視
点
を

高
く

評
価
し

､

そ
の

発
達
過

程
を

実
証
的
に

明
ら
か

0
ソ

に

す
る

こ

と

に

よ
っ

て

社
会
教
育
の

発
展
法
則
を

探
求
す
る

と
い

う
研
究

舶
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方
法
を

宣
言

す

る
｡

次
い

で
､

従
来
の

社
会
教
育
研
究
者
が

｢

い

か

な
る

歴
史
認

識
に

達
し

得
た
か
+

が
､

宇
佐
川
満

･

三

井
為
友

･

福
尾
武
彦
ら

の

学
説
に

お

い

七

検
証

さ
れ

る
｡

そ

の

結
果
い

ず
れ

の

論
者
も

歴
史
的
認

識
は

不

充
分
で

あ

る

と

結
論
さ

れ

る
｡

た

と

え
ば

､

宇
佐
川

氏
に

お
い

て

は

｢

通
俗
教
育
段

階
と

社
会
教
育
段
階
と
の

あ
い

だ

に

質
的
な

相
違
を

み
い

だ

す

よ

う
な

基

準
は

な

く
､

単
に

行
政
機
構
が

整
備

･

拡
充
さ

れ

た

り
･

行
動
範
囲
が

ひ

ろ
が

っ

た

り
し

た

量
的
増
大
に

す

ぎ

な
い

｡

+

と
み

な

さ

れ

た

り
､

わ
が

国

の

社
会
教
育
の

す
べ

て

の

禍
根
が

民
衆
の

意
識

･

心

情
に

帰
さ

れ

｢

民
衆

の

そ

の

よ

う

な

意
識
を

形
成

･

規
制
し

た

国
家
権
力

･

支
配
階
奴

･

社
会

体
制
に

対

す
る

問
責
の

こ

と

ば

を

香
し

ん

で
､

民

衆
の

意
識
そ
れ

じ

た
い

を

告
発
す

る

よ

う
な

考
え

方
+

に

到
達
し
た

の

で

は
､

｢

せ
っ

か

く
の

社
会

教
育
史
研
究
も

不

毛
と
い

う
し
か

な
い

だ

ろ

う
｡

+

と

厳
し

く

批

判

さ

れ

る
｡

ま
た

､

三

井
氏
に

ぉ

い

て

は

｢

民
主
的
社
会
教
育
行
政
で

ほ
､

民
衆

の

教
育
行
政
に

対

す

る

要
求
は

ま

ず
施
設
の

設
置
で

あ

り
､

上
か

ら
の

社

会
教
育
で

ほ

施
設
よ

り

も

人
が

優
先

す
る

｡

+

と
い

う
批
判
規
準
ほ

氏
の

ド

グ
マ

で

あ
っ

て

歴
史
的
検
証
に

耐
え

得
る

規
準
で

は

な
い

と

批
判
さ

れ

る
｡

さ

ら
に

福
尾
氏
の

社
会
教
育
史
の

叙
述
も

｢

社
会
教
育
そ

れ

じ

た
い

の

内

容
よ

り

も
､

そ

の

社
会
的
背
景
な
い

し

関
連
に

つ

い

て

の

説
明
の

方
が

多

く
､

一

般
史
に

お

け

る

段

階
区

分
に

よ

り

か

か

り

す

ぎ

て
､

上

部
構
造
と

し
て

の

社
会
教
育
の

内
在
的
発
展
の

側
面
+

が

把
握
さ

れ
て

い

な

い

と

指

摘
さ

れ

る
｡

以

上
の

批
判
に

た
っ

て
､

本

草
の

後
半
で

ほ

著
者
自
身
の

近

代
月
本
の

社
会
教
育
の

歴
史
的
把
握
が

展
開
さ

れ
る

｡

そ
れ

に

よ

れ

ば
､

｢

近

代
日

本
の

国
家
権
力
が

社
会
教
育
的
施
策
に

着
手
す
る

時
点
は

､

明

治
末
年

､

い

わ

ゆ
る

『

戦
後
経
営
』

の

時
代
で

あ

り
､

日

露
戦
争
を

経
て

押

日

本

資
本
主
義
が

か

な

り

の

成

熟
を

み
せ

､

帝
国
主
義
段
階
に

移
行
し
た

4

時
期
で

あ
る

｡

+

と

さ

れ
､

そ
の

背
後
に

は
｢

資
本
主
義
の

成
熟
で

天
皇
制

絶
対

主
義
の

政
治
的
外
被
に

諸
矛
盾
を

う
み

だ

し

て

き
た

こ

と

に

対

応
し

て
､

国
民

大
衆
を

教
化
組
織
に

く
み
い

れ
､

体
制
イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

の

浸
潤

を

容
易
に

す
る

措
置
+

が

必

然
的
に

要
請
さ

れ
､

そ
の

た

め

の

有
効
な

手

段
が

｢

地

方
改
良
運
動
+

で

あ
っ

た
｡

以

上
の

し

く
み

が

史
的
に

明
ら
か

に

さ

れ
た

あ
と

､

近

代
日

本
の

国
家
権
力
の

手
に

よ
っ

て

推

進

さ

れ

た

｢

社
会
教
育
+

の

基
本
的
性
希
が

次
の

よ

う
に

結
論
さ

れ
る

｡

す
な

わ

ち
､

そ

れ
は

｢

天
皇
制
絶
対

主
義
の

政
治
体
制
お

よ

ぴ

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

が
. ､

資

本
主
義
の

進
展
に

よ
っ

て

破
綻
し

ょ

う
と

し

た

危
機
の

克
服
の

手
段
と

し

て

う
ち

だ

さ

れ
た

｡

+

そ

し

て
､

そ

の

た

め
に

｢

天
皇
制
の

行
政
的

･

思
想

的
基
礎
と

し

て

の

地

方
公
共
団
体
の

強
化
の

た

め
に

教
化
団
体
が

組
織
せ

ら

れ
､

内
務
行
政
と

表
裏

一

体
と

な
っ

て

体
制
イ

デ
オ

ロ

ギ
ー

が

日

常
的

に

流
布

･

浸
透
さ

れ
､

い

っ

ぽ

う
反
な
い

し

非
体
制
的
と

目

さ

れ
る

諸
イ

デ
オ

｡

ギ

ー
･

組
織
の

発
生

と

成
長
を

阻
止

す
る

こ

と
が

､

社
会
教
育
の

主
要
な

任
務
と

な

り
+

し

か

も
そ

れ

ほ

そ
の

後
の

｢

大
正

デ
モ

ク

ラ

シ

ー
･

天
皇
制
フ

ァ

シ

ズ
ム

の

時
代
に

お
い

て

も

基
本
的
に

は

変
る

こ

と
が

な
か

っ

た
｡

+

と

指
摘
さ

れ

る
｡

し
か

し
､

よ

り

詳
細
に

み

れ
ば

､

第
一

次
世

界
大
戦
か

ら
昭

和
初
年
に

い

た

る
､

社
会
教
育
の

行
政
機
構
が

整
備
さ

れ
､

棲
立
さ

れ
て

い

く

時
期

に

は

右
の

基
本
的
性
蒋
は

微
妙
な

変
化
を

う
け
る

｡

す
な

わ

ち
こ

の

時
期

に

は

背
後
に

大
正

デ
モ

ク

ラ

シ

ー

の

思
想
と

運
動
の

高
揚
が

あ

り
､

こ

れ

に

対

抗
し

､

部
分
的
に

は

妥
協

･

譲
歩
し
っ

つ
､

天
皇
制
権
力
は

本
格
的
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▲

i

な

帝
国
主
義
体
制
を

確
立
す

る
こ

と

に

努
め

た

た

め
､

｢

表
面

で

は

教

育

の

機
会
均
等
と

い

う
民
本
主
義
的
理

念
を

肯
定
す

る

よ

う

な
ポ

ー

ズ

を
と

り

な
が

ら
､

社
会
教
育
に

対

す
る

官
僚
R

権
力
統
制
を

強
化
し

､

息
粕

芸
口

導
と

軍
国
主
義
化
に

も
っ

と

も

熱
意
を

も
っ

て

社

会
教
育
政
策
は

実
施
+

さ

れ
て

い

っ

た
｡

従
っ

て

大
正

期
に

お

け
る

社

会
教
育
は

｢

中
央

･

地

方

に

お

け
る

社
会
教
育
行
政
機
構
の

確
立

､

半
官
半
民
的
教
化

団
体
の

全
国

覿
織
化
と

官
僚
に

よ

る

掌
提

､

社
会
教
育
指
導
者

･

活
動
家
の

養
成
な

ど

の

事
態
が

す

す
み

､

そ
の

う
え
に

国
民
の

『

思
想

書
導
』

青
年
教
育
の

軍

国
主
義
化
が

積
極
的
に

行
な

わ
れ

た
+

時
期
で

あ

る
｡

こ

の

傾
向
ほ

社
会

教
育
課
の

局
へ

の

昇
格
(

一

九
二

九
=

昭

和
四

年
)

に

よ
っ

て

頂
点
に

達

す
る

｡

す
な

わ

ち
､

一

九

四

〇
(

昭

和
一

五

年
)

年
以

降
､

新
体
制
運

動
の

発
足

､

大
政
巽
賛
会
の

成
立
な

ど
に

み

ら

れ

る

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム

体

制
が

確
立
し

は

じ

め

る

と
､

｢

一

億
の

教
化
組
織
+

が

全
国
に

あ

ま

ね

く

張
り

め

ぐ

ら
さ

れ

た

た

め
､

も
ほ

や

｢

社
会

教
育
行
政
組
織
な

ど

ほ

不

必

要
で

あ

り
､

そ

の

独

自
性
な

ど
は

か

え
っ

て

無
用
の

邪
魔
物
+

に

な
っ

て

し

ま

い
､

遂
に

一

九
四
二

年
社
会
教
育
局
は

廃
止

さ
れ

る
｡

以
上

の

歴
史
的
素

描
の

総
括
と

し

て
､

著
者
は

近

代
日

本
の

社
会
教
育
の

歴
史
的
性
格
に

つ

い

て

次
の

よ

う
に

述
べ

る
｡

｢

日

本
の

社
会
教
育
を

つ

ら
ぬ

い

た

ひ

と

つ

の

役
剖
は

､

国
民
の

思
想
統
制
-
天
皇
制
イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

に

よ
る

政
治
的

教
化
で

あ

る
+

｡

さ

ら
に

､

大
正

末
期
か

ら

昭

和
初
期
に

か

け

て

の

時
期
に

発
展
し

た
､

国
民
の

が

わ

の

自
己

教
育
運
動
が

権
力
か

ら

弾
圧

･

迫
害
が

行
な

わ

れ
た

た

め
､

欧
米
で

は

む

し

ろ

成
人

教
育
の

主
流
を

な

し
た

､

｢

民

衆
の

白
由
な

学
習
を

助

長
す

る

運
動
と

制
度
と

ほ
､

わ
が

国
の

ば

あ
い

に

ほ

公

教
育
の

な

か

に

存
在
を

許
さ

れ

ず
､

む
し

ろ
こ

う
し
た

運
動
に

対

抗

す
る

も
の

と

し

て

社
会
教
育
が

国
家
教
育
の

一

部

と

し

て

く

み

こ

ま

れ

た
+

と

結
論
さ

れ

る
｡

第
二

章
に

お
い

て

ほ
､

ま

ず
｢

学
校
数
育
と

社
会
教
育
の

関
係
+

が

論

ぜ

ら
れ

乗
杉
嘉
寿

･

川
本
宇
之
介

･

吉
田

熊
次
等
の

諸
説
の

詳
細
な

検
討

に

よ

り

次
の

結
論
が

ひ

き
だ

さ

れ

る

｢

明

治
期
に

お

け
る

社
会
教
育
論
は

､

初
等
教
育
か

ら
の

脱
落
者
も
し

く
は

機
会
喪
失
者
に

対

す
る

教
育
的
救

済

と

し

て
､

大
正

期
に

あ
っ

て

は
､

中
等
教
育
に

代
替
す
る

も

の

と

し

て
､

社
会
教
育
の

意
義
が

強
調
さ

れ

た

と
い

え

よ

う
+

｡

次
に

､

｢

学
校
拡
張
+

が

中
等
教

育
の

拡
張
と

､

大
学
拡
張
に

つ

い

て

別
々

に

史
的
考
察
が

行
な

わ

れ
､

前
者
に

つ

い

て

は
､

文

部
省
当
局
が

｢

遊
民
の

増
加
+

｢

危
険
思

想
の

温

床
+

と
し

て

中
等
教
育
の

大
衆
化
を

拒
香
し
､

教
育
機
会
均
等
の

要
求
を

す

り
か

え
る

か

た

ち
で

低
度
青
年
教
育
機
関
を

表

面
に

お

し

だ

し
､

し

か

も

そ

れ
を

社
会
教
育
行
政
の

管
掌
す
る

と

こ

ろ

と

し

た

た

め
､

｢

社

会
教
育
の

名
に

お
い

て
､

低
度
な

勤

労
青
年
教
育
を

学
校
形
態
で

実
施
す

る
こ

の

国
の

伝
統
は

､

つ

い

に

中
等
教
育
の

拡
張
を
こ

の

国
の

社
会
教
育

の

な
か

に

位
置
づ

け

さ

せ

な

か
っ

た
+

｡

ま
た

､

後
者
に

つ

い

て

は

｢

明

治
期
に

あ
っ

て

は

自
己
の

研
究
成
果
を

社
会
に

流
布
し

て

い

こ

う
と

す
る

姿
勢
が

､

ア

カ

デ
､
､

､

-

の

な
か

に

存
在
し

た
+

が

｢

昭

和
期
以

後
太
平
洋

戦
争
終
結
時
ま

で

の

ア

カ

デ
､

､

､

ズ

ム

は
､

も

ほ

や

日

本
の

社
会
の

進
歩
と

民

衆
の

啓
発
に

､

ど

れ

は

ど
の

力
も

発
揮
し

え

な

か

っ

た
｡

+

何

故
な

ら

｢

ア

カ

デ
ミ

ズ

ム

に

研
究
の

自
由
が

な
い

と
こ

ろ
で

､

学
術
の

普
及
に

熱

意
が

も

た

れ

る

な

ど

と
い

う
こ

と

は

本
来
期
待
で

き

な
い

+

か

ら
で

あ

る
｡

以

上
､

第
一

草
で

み

た

近

代
日

本
の

社
会
教
育
の

歴
史
的
性
格
が

｢

学
校

一

⊥

拡
張
+

の

面
に

も

色
濃
く

反
映
し

て

い

る

こ

と

を

本
章
か

ら

知
る

こ

と
が
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一
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で

き
る

の

で

あ

る
｡

第
三

章
に

お

い

て

は
､

｢

社
会
教
育
の

教
育
形
態
論
+

の

う
ち

講

話
･

講
義
小

集
団
に

よ

る

自
由
な

学
習
と
い

っ

た

教
育
諸
形
態
の

意
義
と

限
界

が

田

川
大
吉
郎

･

加
藤
咄
堂

･

相
原
熊
太

郎
･

山
崎
延

吉
･

樋
上

亮
一

等

の

諸
論
の

検
討
に

も

と
づ

い

て

詳
細
に

論
じ

ら

れ
､

そ
れ

ら
に

つ

い

て

逐

一

紹
介
の

余
裕
ほ

な
い

が

な

か

で

も

奈
良

正

路
の

｢

プ

ロ

レ

フ

ト

カ

ル

ト
+

論
は

と

く
に

労
働
者
教
育
の

方
法
と

し
て

今
日
な

お

大
き

な

意
味
を

も

ち

得
る

注
目
す
べ

き

所
論
で

あ

ろ

う
｡

第
四

章
に

お
い

て

ほ

｢

物
的
な

施
設
を

と

と
の

え
る

-
民

衆
の

白
主
的

な

学
習
が

展
開
さ
れ

る

た

め

の

環
境
条

件
の

整
備

-
よ

り
も

､

直
接
民

衆

を

教
化
の

対

象
と
し

て

そ
の

思
想
善
導
に

あ
た

る
､

と
い

う
近

代
日

本
の

社
会
教
育
の

絶
対

主
義
的
性
格
+

が

い

か

に

社
会
教
育
の

施
設
に

発
現
し

て

い

る

か
､

が

｢

図
書
館

･

博
物
館
+

｢

公
民

館
+

｢

青
年
の

家
+

に

つ

い

て

史
的
に

実
証
さ

れ

て

い

る
｡

そ

し
て

そ
の

理

由
に

つ

い

て

は

｢

わ

れ
わ

れ
の

国
の

明

治
維
新
以

来
の

国
是
で

あ
っ

た

『

富
国

･

強
兵
』

の
､

と

く

に

前
半
が

は

な

は

だ

弱
か

っ

た

と
い

う
条
件
に

も

よ

る

も

の

で

は

あ

ろ

う

が
､

む

し
ろ

青
年
や

地

域
住
民
の

要
求
に

た

い

し

て

冷

淡
で

あ
っ

た

権
力

の

性
格
に

こ

そ

も

と
づ

く
も
の

で

あ
っ

た

ろ

う
｡

+

と

さ

れ

る
｡

第
五

草
に

お

い

て

は
､

社
会
教
育
の

団
体
の

う
ち

歴
史
的
に

み
て

も
っ

と

も

主
要
な

も

の

で

あ
っ

た

｢

青
年
団
+

の

歴
史
的
性
格
が

析
出
さ

れ

て

い

る
｡

そ
れ

は

｢

明

治
末
年
か

ら

官
制
化
が

す
す
め

ら

れ
､

大
正

期
に

は

大
日

本
連
合
青
年
団
と
い

う
単

一

覿
織
に

組
織
統
合
さ

れ

て
､

官
僚
に

よ

っ

て

完
全
に

掌
握
さ

れ
+

と

く
に

､

昭

和
一

〇
年
代
以

降
は

｢

超
国
家
主

義
･

軍
国
主
義
に

よ
っ

て

染
め

抜
か

れ
､

『

一

五

年
戦

争
』

の

あ

い

だ
､

完
全
に

『

銃
後
の

軍
隊
』

と

な
っ

た
+

｡

従
っ

て
､

わ
が

国
の

青

年

団
の

4 花

実
態
は

ま

さ
に

官
製
団
体
で

あ

り
､

そ
の

自
主

性
は

見
せ
か

け
の

､

枠
の

な

か

で

許
さ

れ
た

も
の

で

し

か

な

か
っ

た
｡

さ

ら
に

そ

の

よ

う

な

青
年
団

論
の

代
表
と

し
て

山
本
滝
之
助

･

下

村
湖
人
の

論
説
が

詳
述
さ

れ
､

い

ず

れ

も
､

青
年
に

対

す
る

善
意
か

ら

出
発
し
っ

つ

も

結
局

､

国
家
権
力
に

よ

る

青
年
団
の

統
制
に

粉
骨
砕
身
す

る

イ

デ
オ

ロ

ー

グ

に

な
っ

て

し

ま

う
叙

述
は

極
め

て

興
味
深
い

｡

以

上

で

第
一

部
の

内
容
の

素
描
を

終
る

｡

第
二

部
･

第
三

部
に

つ

い

て

は

前
述
の

理

由
で

本
稿
で

は

そ
の

紹

介
を

省
略
す
る

｡

三

本
書
の

評
価
と

疑
問
点

す
で

に

行
論
に

お

い

て

幾
度
か

触
れ
た

よ

う
に

､

本
書
を

貫
く

特
色
ほ

徹
底
し

た

実
証

主
義
的
方

法
で

あ

る
｡

か

つ

て

社
会
教
育
研

究
の

分

野
で

､

こ

れ

程
の

原
資
料
的
裏
づ

け

を

も
っ

て

い

る

論
を

展
開
し

た

研
究
者
は

稀

少
で

あ

ろ

う
｡

こ

の

意
味
で

､

本
書
は

戦
前
教
育
史
草
紙
判
の

あ

ま
り

､

最
初
か

ら

論
者
の

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

に

も

と
づ

く
ド

グ
マ

を

設
定
し

､

そ
の

立
論
に

有
利
な

資
料
の

み

を

採
用
し
が

ち
で

あ
っ

た

戦
後
教
育
史
研
究
に

対

す
る

社
会
教
育
か

ら

の

厳
し
い

批
判
の

苔
で

あ

る

と
い

っ

て

も

過

言
で

ほ

あ
る

ま
い

｡

さ

ら

に
､

本
稿
に

お
い

て

は

省
略
し

た

第
二

部
の

社
会
教

育
本
質
論
に

関
す

る

盛
大

な

原
資
科
の

発
拙

･

解
題
は

極
め
て

貴
重
で

あ

り
､

著
者
の

研
究
方

法
論
と

と

も
に

我
々

後
進
研
究
者
に

と
っ

て

多
大
な

意
味
を

も
つ

で

あ

ろ

う
｡

し
か

し
､

本
書
が

意
欲
的
労
作
で

あ
る

だ

け

に

若
干
の

疑
問
が

な
い

わ

け
で

は

な

い
｡

魔
大
な

資
料
の

紹
介
の

あ

ま
り

､

そ

れ

ら
の

検
討
に

も

と
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づ

く

著
者
白
身
の

仮
設

･

概
念
が

必

ず
し

も

明

確
で

は

な
い

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

た

と

え

ば

第
一

章
に

お

い

て

｢

上

部
構
造
と
し

て

の

社
会
教
育
の

内
在
的
発
展
+

と
い

う

と
き

､

そ

の

｢

内
在
的
+

と
は

い

か

な

る

意
味
で

ヽ

ヽ

ヽ

内
在
的
な
の

で

あ

ろ

う
か

｡

他
方
で

､

著
者
が

｢

歴
史
的
背
景
+

と

し

て

考
察
す
る

｢

土

台
+

と
の

関
連
が

明
確
に

な
っ

て

い

な
い

の

で

は

あ

る

ま

い

か
｡

ま

た
､

戦
前
の

社
会
教
育
行
政
の

本
質
は

｢

天
皇
制
絶
対

主
義
お

よ

び

天
皇
制
フ

ァ

シ

ズ

ム

+

に

よ
る

｢

臣
民
な
い

し

皇
民

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

の

教
化

･

宣
伝
+

で

あ

る

こ

と
が

く

り

返
え
し

主
張
さ

れ

て

い

る
｡

し

か

し

学
校
教
育
に

関
し

て

は

戦
前
に

お

い

て

さ

え

も
､

｢

資
本
主

義

的
生

産

が

必

要
と

す
る

労
働
力
商
品
の

生

産
と

再
生

産
を

保
障
す
る

こ

と
+

が

公

教
育
の

基
本
原
則
で

あ

る

と

す

る

見
解
が

最
近

多
く

発
表
さ

れ
つ

つ

あ

る

が
､

も

し

そ

う
な

ら
､

何
故
ひ

と

り

公
的
社
会
教
育
の

み

が

絶
対

主
義
的

で

あ

ら

ね

ば

な

ら
な

か

っ

た

か
､

こ

う

し
た

疑
問
は

本
書
に

よ
っ

て

も

遂

に

明

ら

か

に

さ

れ

え
な

か

っ

た
｡

こ

の

解
明
の

た

め

に

は

著
者
が

自
明

と

し

て

い

る

｢

土

台
+

そ

の

も

の

を

実
証
的
に

再
検
討
し

､

さ

ら
に

著
者
の

今
後
の

研
究
課
題
と
し

て

宣
言
さ

れ

て

い

る

イ
ギ

リ

ス

の

｢

土

台
+

と
の

比

較
研
究
を

基
軸
に

し

つ

つ
､

そ

れ

ぞ

れ
の

国
の

｢

上

部
構
造
+

の

違
い

を

析
出
す

る

と
い

う
｢

比

較
研
究
+

が

必

須
の

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

以

上
､

我
々

の

問
題
関
心
に

ひ

き
つ

け

過
ぎ

た

感
が

あ
る

が

若
干
の

疑
問
を

提
起

し
た

｡

(

完
)

(

本

州
大

学

講

師
)




